
ノーリフティングケア導⼊による職員の意識変化

〜介護⽼⼈保健施設 夢の⾥における取り組み〜

夢の⾥ノーリフティングケアチーム
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1｜プロフィール

本施設のコンセプト

施設名 医療法⼈ 地塩会
介護⽼⼈保健施設 夢の⾥

所在地 南国市岡豊町中島1521-1

職員体制

医師・施設⻑ １名
看護 （⼊所）9名 （通所）3名
介護 （⼊所）36名 （通所）10名
リハビリ （PT）5名 （OT）3名 （ST）1名
介護⽀援専⾨員 4名（介護、看護、⽀援相談員兼務）
管理栄養⼠ 2名
⻭科衛⽣⼠ 1名
⽀援相談員 （⼊所）3名 （通所）1名

利⽤者
数等

⼊所定員 94名（認知症棟、⼀般棟）
通所定員 50名

『地域に根差した利⽤者様中⼼の医療と福祉の実現』を法
⼈理念とし、平成６年に開設。
超強化型⽼健として、地域やご家族との結びつきを⼤切にし、
在宅復帰・在宅⽣活⽀援に取り組んでいる。



はじめに 〜取組みのきっかけ〜

ノーリフティングって何︖
忙しいのに新しいことを始めるの︖

スライディングシートとグローブ
が詰所にあるけど、正しい
使い⽅が分からない︖︖

スライディングボードを使う
より抱えた⽅が早い︕
道具を使うのが⾯倒︕︕

忙しいから道具を取りに⾏く
のが⾯倒︕︕

重介助の⼈にだけリフト
を使いたいけど・・・

この仕事をしていたら
腰痛は仕⽅がない・・・



2｜業務改善の実施フロー
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マイスタ—
養成研修研

修

調

査

チーム
立上げ
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3｜課題

課題

1
重介護者が増えたことによる介護負担の増加
➡職場環境改善（腰痛予防対策）

課題

2

課題

３ ➡職員の意識改⾰

『ノーリフティングケア』の知識不⾜
➡知識と技術の習得

業務改善の必要性が浸透していない



4｜取組内容

取り組み1腰痛予防対策
（１）腰痛調査、腰痛センサー調査の実施と分析
腰痛調査の結果・・・

Q現在、腰痛はありますか︖

Q この1ヶ⽉間で腰痛はありましたか︖

有
60%

無
37%

無回答
3%

無
14％

有
86％
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Q どんな時に腰痛が起こりましたか︖

4｜取組内容
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Q つらいと感じるケアは何ですか︖

4｜取組内容



腰痛センサーを使⽤した腰痛リスクの把握

4｜取組内容



（２）マイスター養成研修の受講（7/21、8/21）
受講者︓療養⽀援部⻑、介護⻑、看護課⻑、ケアマネ

⽬的︓ノーリフティングケアの基本的な考え⽅、労働安全衛⽣の視点で
ノーリフティングケアに取り組む為の組織作りについて学ぶ

施設⻑、療養⽀援部⻑の指⽰のもと
「ノーリフティングケアチーム」を結成

取り組み1腰痛予防対策

4｜取組内容



（３）全体研修の実施（11/6、10）

講師︓⼀般社団法⼈ナチュラルハートフルケアネットワーク様に依頼

受講者︓施設全職員を対象、49名参加（参加率63％）
⽬的︓組織としてノーリフティングケアに取り組む理由の説明

腰痛予防のための体の使い⽅を学ぶ

福祉⽤具を使うことだけが
ノーリフティングだと思っていた

作業の時、中腰にならない
よう⼯夫するようになった

取り組み1腰痛予防対策
4｜取組内容



4｜取組内容

（１）技術教育リーダー養成研修の受講（9/8、10/12）
取り組み2 知識と技術の習得

受講者︓療養⽀援部⻑、リーダークラスの介護職員4名、看護師1名
リハビリスタッフ2名、ケアマネ1名

⽬的︓ノーリフティングケアを理解し実践するリーダーの養成
施設での教育体制の整備

技術教育リーダーへの実技研修（11/24、12/4）



4｜取組内容

取り組み2 知識と技術の習得
（２）技術教育リーダーによるOJT

リーダーの指導と練習の
写真

実技指導が終了した職員に
個⼈⽤のグローブを配布



4｜取組内容

取り組み2 知識と技術の習得
（３）チェックリストの活⽤



4｜取組内容

取り組み2 知識と技術の習得
（４）必要物品の購⼊と管理⽅法の統⼀

グローブは制服のポケット
に⼊れて常に携帯‼

シートを使⽤する⽅の
ベッドすべてに設置

ボードの数を増やして必要
な居室すべてに設置



4｜取組内容

リフトの導⼊
効果を実感し導⼊に向けて検討中‼

R2年１⽉４⽇〜３１⽇まで
デモ機をレンタル



4｜取組内容

（１）ノーリフティングケアチームによる取り組み
取り組み３ 職員の意識改⾰

ノーリフティングケア会議の実施（毎⽉第１⾦曜⽇、不定期開催あり）

施設⻑

マイスター
技術教育
リーダー

計画担当 福祉⽤具管理

療養⽀援部⻑

各部署の管理職 看護・介護職リーダー
リハビリスタッフ

施設ケアマネ、リハビリ 療養棟の課⻑



4｜取組内容

取り組み３ 職員の意識改⾰
（２）職員への意識調査の実施（1/12〜18実施）

前から知っていた。
0%

内容を知らなかった
77%

少しは内容を
知っていた
15%

興味はあり、研修を受
けたいと思っていた。

8%

取り組みをしてほしいと
思っていた。

初めて知った
48%前から知っていた

45%

無回答
7%

Q ノーリフティングケアを知っていましたか︖ Q ノーリフティングケアの取り組みについて
どう思っていましたか︖

取組み前の現状は・・・



4｜取組内容

Q 福祉⽤具をどの場⾯で使⽤するようになりましたか︖
（介護職員29名、複数回答あり）
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4｜取組内容

Q 福祉⽤具をどの場⾯で使⽤するようになりましたか︖
（介護職員29名、複数回答あり）
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移動・移乗時 トイレ介助 ⼊浴

スライディングボード
メリット（⾃由回答）

・体位変換が楽になった
・ベッド上の移動が簡単になった
・安全、安⼼の介助ができる
・介助者の負担が減った

デメリット（⾃由回答）
・慣れるまで時間がかかる



４｜取り組み内容

スライディングシートがないと困る。
もっと早く知りたかった。

グローブをポケットに⼊れて持ち
歩くようになった。

⾊々なリフトを試してみて、
施設に合うものを使いたい今まで怖くて使ってなかったけれど、

スライディングボードが上⼿く使える
ようになった。



4｜取り組み内容

減った
7%

かなり減っ

少し減っ

減らない

Q 腰痛は減りましたか︖

8割以上の職員が腰痛の軽減を実感︕︕



４｜取り組み内容
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Q ノーリフティングケアに興味をもったきっかけは︖

実践
リーダーによる
伝達講習

リーダー講習
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60％

2位
20％
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2位
18％

1位
27％

3位
15％

3位
20％



実践

４｜取り組み内容
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Q ⾝体の使い⽅が変わった時期は︖

1位
44％
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20％

3位
17％

腰痛センサー
腰痛
センサー

パイロット事業
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パイロット事業
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5｜考察と今後の課題

考察

①チームでの取り組みによる効果
➡介護職が中⼼となったチーム作り

②段階的な研修と福祉⽤具の導⼊
➡ノーリフティングケアが効果的に浸透

③短期間で集中的な取り組み
➡明確な⽬標と期間設定



5｜考察と今後の課題

今後の課題

①チーム活動の活性化
➡新たな技術リーダーの育成

②腰痛予防リスクマネジメントの実施
➡職員の気付きや発信の促し

③年間計画の作成
➡継続的な研修とＯＪＴ
腰痛調査の実施と分析



最後に

Q 今後 ノーリフティングケアの
研修に参加したいですか︖

Q ノーリフティングケアを続けて
いきたいですか︖

どちらとも
いえない
14%

いいえ

どちらとも
いえない
10% いいえ

0%

はい
86％

はい
90％


